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■
長
野
県
へ
の
学
童
疎
開　

太
平
洋
戦
争

中
、
子
ど
も
た
ち
を
空
襲
の
被
害
か
ら
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
都
市
部
の
児
童
を
地

方
へ
疎
開
さ
せ
る
学
童
疎
開
が
実
施
さ
れ

た
。
足
立
区
の
児
童
も
、
長
野
県
へ
と
集

団
疎
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
一
九
（
一

九
四
四
）
年
八
月
よ
り
順
次
出
発
し
た
。

疎
開
先
で
の
生
活
は
、
親
元
を
離
れ
る
寂

し
さ
は
も
と
よ
り
、
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
、
そ

し
て
食
料
不
足
が
児
童
達
を
苦
し
め
た
。

　

学
童
集
団
疎
開
は
、
三
回
ま
で
行
わ
れ

足
立
区
の
児
童
の
最
初
の
疎
開
（
一
次
疎

開
）
先
は
、
長
野
駅
周
辺
の
旅
館
や
野
沢

温
泉
の
旅
館
、
善
光
寺
前
の
宿
坊
な
ど
が

学
寮
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
長

野
市
中
が
空
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
周
辺
の
寺
や
公
会
堂
へ
移
る
再
疎
開

を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
足
立

区
内
も
空
襲
が
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
追

　
　
　
　
　

加
の
疎
開
が
実
施
さ
れ
、
二

　
　
　
　
　

次
疎
開
、
三
次
疎
開
ま
で
あ

　
　
　
　
　

っ
た
。

　
　
　
　

　
■
西
新
井
国
民
学
校
の
疎
開

　
　
　
　
　

写
真
の
模
型
は
西
新
井
国
民

　
　
　
　
　

学
校
の
疎
開
先
で
あ
っ
た
高

　
　
　
　
　

井
寺
（
こ
う
せ
い
じ
・
上
高

　
　
　
　
　

井
郡
高
山
村
大
字
高
井
一
九

　
　
　
　
　

七
）
の
様
子
を
、
当
時
四
年

　
　
　
　
　

生
で
あ
っ
た
木
嶋
孝
行
氏
が

　
　
　
　
　

思
い
出
し
な
が
ら
制
作
し
た

　
　
　
　
　

模
型
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

西
新
井
国
民
学
校
は
、
昭

　
　
　
　
　

和
一
九
年
八
月
一
三
日
に
一

　
　
　
　
　
　

次
疎
開
に
出
発
し
、
長
野
駅
前
の
六
つ
の

旅
館
を
学
寮
と
し
た
。
一
次
疎
開
に
参
加

し
た
の
は
、
空
襲
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
学

校
周
辺
の
家
々
の
建
て
込
ん
だ
地
域
の
児

童
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
比
較
的
農
地
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
も
昭
和
二
〇
年
四
月
に

空
襲
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
二
次
疎
開
が

行
わ
れ
た
。

■
高
井
寺
へ
の
再
疎
開　

木
嶋
氏
は
二
次

疎
開
か
ら
合
流
し
、
長
野
駅
前
の
金
城
館

で
ひ
と
月
ほ
ど
過
ご
し
た
あ
と
再
疎
開
と

な
っ
た
。
西
新
井
国
民
学
校
の
児
童
は
、

須
坂
方
面
の
寺
、
公
会
堂
な
ど
五
か
所
に

分
か
れ
、
高
井
寺
に
は
昭
和
二
〇
年
六
月

十
五
日
か
ら
終
戦
後
の
十
一
月
十
一
日
ま

で
滞
在
と
な
っ
た
。
高
井
寺
に
疎
開
し
た

の
は
、
四
年
生
を
中
心
に
三
年
生
、
二
年

生
の
児
童
四
三
人
で
、
男
女
半
々
で
あ
っ

た
。
児
童
の
世
話
を
す
る
寮
母
は
三
人
で

一
人
は
足
立
区
か
ら
来
た
浜
野
み
き
さ
ん

で
二
人
は
地
元
で
採
用
さ
れ
た
人
だ
っ
た
。

引
率
の
教
員
は
磯
野
重
郎
先
生
と
花
島
栄

子
先
生
の
二
人
で
、
磯
野
先
生
は
他
の
学

寮
と
の
兼
任
だ
っ
た
。
児
童
は
本
堂
で
生

活
し
地
元
の
高
井
国
民
学
校
に
通
っ
た
。

　

町
の
中
だ
っ
た
長
野
駅
前
の
旅
館
の
学

寮
に
比
べ
、
山
々
を
望
む
水
田
に
囲
ま
れ

た
静
か
な
環
境
で
、
通
学
路
の
風
景
も
楽

し
か
っ
た
が
、
次
第
に
食
料
事
情
が
厳
し

く
な
り
空
腹
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
旅
館
の
学
寮
よ
り
部
屋
は
広
か
っ

た
が
、
風
呂
は
小
さ
く
て
不
自
由
で
入
浴

は
月
に
一
度
ほ
ど
、
あ
と
は
、
川
で
体
を

　もくじ　疎開先の長野の寺　　　　竹塚薬王寺と安政三年の大風災
　　　　　鹿浜での子どもの生活⑦　　　生まれ変わった西新井大師の木遣塚3P 4P

1P 2P

本堂の前で体操　昭和 20年10月
　　　　　　　　　　　　　磯野重郎先生撮影　

疎開先の長野の寺
上高井郡高山村高井寺
元疎開児童の制作した模型
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建
物
が
倒
壊
し
た
こ
と
だ
と
い
う
。
足
立

区
域
内
で
は
他
に
旧
宮
城
村
円
満
寺
な
ど

四
ヶ
寺
が
、
安
政
三
年
の
台
風
被
害
を
き

っ
か
け
に
廃
寺
と
な
っ
た
。

　

安
政
年
間
と
い
え
ば
「
安
政
の
大
獄
」
、

「
桜
田
門
外
の
変
」
な
ど
幕
末
激
動
の
時

代
を
象
徴
す
る
事
件
と
と
も
に
、
江
戸
に

壊
滅
的
被
害
を
与
え
た
「
安
政
江
戸
地
震
」

（
江
戸
の
死
者
約
七
千
人
以
上
、
町
方
倒

壊
家
屋
一
万
六
千
軒
以
上
）
を
思
い
浮
か

べ
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
竹
塚

村
薬
王
寺
な
ど
五
ヶ
寺
を
全
壊
さ
せ
た
の

は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
江
戸
地

震
で
は
な
く
翌
年
の
台
風
だ
っ
た
。
そ
れ

で
は
「
安
政
三
年
の
大
風
災
」
と
は
一
体

ど
ん
な
台
風
災
害
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

安
政
三
年
八
月
二
五
日
（
新
暦
九
月
二

三
日
）
、
朝
か
ら
雨
模
様
の
江
戸
で
は
、
日

が
暮
れ
る
と
南
東
の
強
風
が
吹
き
出
し
、

雷
を
伴
い
な
が
ら
雨
足
が
次
第
に
激
し
く

な
っ
た
。
夜
八
時
頃
か
ら
風
雨
は
さ
ら
に

激
し
さ
を
増
し
、
そ
の
後
猛
烈
な
暴
風
雨

が
夜
半
過
ぎ
ま
で
江
戸
市
中
を
襲
っ
た
。

こ
の
台
風
に
よ
る
築
地
本
願
寺
御
堂
の
崩

壊
、
難
破
船
激
突
に
よ
る
永
代
橋
の
切
落
、

洋
式
軍
艦
昌
平
丸
の
田
町
海
岸
漂
着
な
ど

は
、
江
戸
の
人
々
を
大
い
に
驚
か
せ
た
。

　

台
風
災
害
の
全
容
が
未
解
明
な
こ
と
も

あ
り
、
安
政
江
戸
地
震
に
影
に
隠
れ
て
安

政
三
年
の
台
風
に
対
す
る
一
般
的
な
認
知

度
は
低
い
。
し
か
し
、
こ
の
台
風
に
よ
る

死
者
は
浜
松
藩
内
（
現
静
岡
県
）
か
ら
棚

倉
藩
内
（
現
福
島
県
）
ま
で
確
認
で
き

拭
い
て
し
の
い
で
い
た
た
め
か
、
ノ
ミ
や

シ
ラ
ミ
に
も
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。

■
児
童
の
生
活
を
想
像
す
る　

高
井
寺
は

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
福
島
正
則
の
屋

敷
跡
に
移
転
し
て
き
た
古
刹
で
、
現
在
も

模
型
と
同
じ
赤
い
屋
根
の
本
堂
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
模
型
か
ら
、
児
童
が
体
操

し
て
い
た
本
堂
の
前
、
風
呂
場
、
食
事
を

作
っ
て
い
た
庫
裏
、
ま
た
、
境
内
に
流
れ

て
い
て
、
食
器
洗
い
や
洗
濯
に
利
用
し
て

い
た
水
路
な
ど
、
児
童
の
生
活
の
場
を
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
童
疎
開
七
〇
周
年
特
別
展
（
足
立
区

役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
・
一
月
一
三
日
か
ら
一

七
日
）
を
は
じ
め
、
平
和
事
業
展
な
ど
折

を
み
て
出
展
し
、
足
立
の
疎
開
を
語
る
会

の
方
が
当
時
の
様
子
を
説
明
す
る
資
料
と

し
て
展
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
）

（
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
）
、

台
風
は
少
な
く
と
も
東
海
東

部
、
関
東
、
東
北
南
部
の
広

範
囲
に
わ
た
り
深
刻
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

安
政
二
年
の
江
戸
地
震
と

安
政
三
年
の
台
風
の
被
害
を

比
較
す
る
と
、①
台
風
被
害
の

方
が
よ
り
広
範
囲
に
及
ん
だ
、

②
台
風
に
よ
る
建
物
被
害
は

江
戸
東
郊
（
安
政
江
戸
地
震

の
震
源
地
至
近
）
の
村
々
で

も
地
震
に
よ
る
建
物
被
害
を

上
回
っ
た
、③
台
風
で
は
船
舶

や
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
な
ど
経
済
的

図① 足立区域東部の台風被害（安政 3年）

　

明
治
初
期
の
宗
教
政
策
に
よ
り
足
立
区

域
で
は
約
三
〇
ヶ
寺
の
寺
院
が
廃
寺
と
な

っ
た
。
旧
竹
塚
村
薬
王
寺
は
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
薬
王
寺
の
寺
院
処
分
願
に
よ
れ

ば
、
寺
衰
退
の
き
っ
か
け
は
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
の
「
大
風
災
」（
台
風
災
害
）
で

竹
塚
薬
王
寺
と
安
政
三
年
の
大
風
災

足
立
区
の
廃
寺
余
話
　
第
３
回

柴
田 

英
治

伊藤谷村　　 55 11 55 20.0%

大谷田村　　 115 44 2 38.3%

嘉兵衛新田　　 75 31 55 41.3%

蒲原村　　 27 11 55 40.7%

北三谷村　 61 39 55 63.9%

久右衛門新田　　 21 13 55 61.9%

久左衛門新田 64 34 55 53.1%

五兵衛新田　　 70 23 55 32.9%

佐野新田　　 28 9 55 32.1%

辰沼新田　　 15 4 55 26.7%

長右衛門新田　　 33 12 55 36.4%

長左衛門新田　　 15 5 55 33.3%

普賢寺村　 44 27 55 61.4%

六ッ木村　 59 9 55 15.3%

柳原村 37 17 55 45.9%

合計　　 719 289 2 40.2%

村  　 名           総戸数  全  壊   死 者    暫定全壊率

［備考］
①佐野新田・辰沼新田：総戸数～『人別増減書上帳（控）』
（安政 3年 3月）、全壊（戸数）～『潰家書上帳』（安政 3
年 8月）
②その他：総戸数～『東京府志料』（明治7年）、全壊（戸
数）～『殿居茶話』（嘉永 2年序）

『殿居茶話』　　　　台風被害の取り調べ調書

酒田市立光丘文庫所蔵
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電
気
が
つ
い
て
煌
々
と
輝
い
て
い
る
。
大

釜
の
湯
が
た
ぎ
っ
て
湿
っ
た
熱
気
が
伝
わ

っ
て
来
る
よ
う
だ
。
温
か
な
布
団
か
ら
離

れ
が
た
く
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
る
と
、
サ

ラ
シ
に
く
る
ん
だ
も
ち
米
を
せ
い
ろ
（
蒸

籠
）
で
蒸
し
始
め
た
。
積
み
上
げ
た
せ
い

ろ
か
ら
湯
気
が
勢
い
よ
く
立
ち
上
る
。
空

が
白
む
頃
、
餅
つ
き
の
助
人
が
到
着
す
る
。

　

昭
和
一
九
年
の
暮
れ
、
餅
つ
き
の
当
日

は
朝
か
ら
空
襲
が
あ
っ
た
。
長
男
が
誕
生

し
た
ば
か
り
の
栄
さ
ん
が
助
人
で
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
が
、
行
き
帰
り
の
道
す
が
ら

米
戦
闘
機
の
機
影
に
脅
か
さ
れ
た
と
言
っ

て
い
た
。

　

蒸
し
上
っ
た
も
ち
米
を
手
早
く
臼
に
移

し
、
長
細
い
杵
を
持
っ
た
三
、
四
名
の
男

女
が
臼
を
囲
む
。
先
ず
蒸
し
米
を
杵
で
こ

ね
、
つ
き
頃
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
威
勢
の

良
い
回
し
づ
き
が
は
じ
ま
る
。
ペ
ッ
タ
ン

ベ
ッ
タ
ン
呼
吸
を
合
わ
せ
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
つ
い
て
ゆ
く
。
湯
玉
に
ま
じ
っ

て
餅
の
小
粒
が
周
り
に
飛
び
散
り
顔
に
当

た
る
。
八
分
通
り
つ
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
主
人
の
出
番
、
臼
の
そ
ば
に
主
婦
（
こ

ね
ど
り
）
が
つ
い
て
、
適
宜
に
手
水
し
て

餅
を
こ
ね
返
し
な
が
ら
、
大
き
な
杵
を
も

っ
て
十
数
回
で
つ
き
上
げ
る
。
熱
い
モ
チ

を
の
し
板
に
放
り
投
げ
、
こ
こ
か
ら
は
祖

母
の
独
壇
場
だ
。
先
ず
大
き
な
モ
チ
を
ち

ぎ
り
分
け
て
、
仏
壇
に
供
え
る
鏡
餅
の
大

き
い
の
や
小
さ
い
の
を
い
く
つ
か
こ
し
ら

え
る
。
あ
と
は
つ
き
上
が
る
度
に
米
粉
を

振
り
か
け
、
の
し
棒
で
押
し
伸
ば
し
て
の

害
詳
細
は
不
明
だ
が
、
竹
塚
村
、
梅
田
村
、

千
住
宿
な
ど
で
多
数
の
家
が
損
壊
し
た
と

の
記
事
（
『
大
嵐
水
入
場
所
明
細
書
之
写
』

他
）
が
見
ら
れ
、
竹
塚
村
も
東
部
同
様
の

被
災
状
況
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
政

三
年
の
台
風
で
全
壊
し
た
薬
王
寺
は
そ
の

後
本
堂
再
建
を
果
た
せ
ず
、
約
二
〇
年
後

の
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
延
命
寺
（
竹

の
塚
五
－
二
六
）
に
合
併
さ
れ
て
正
式
に

廃
寺
と
な
っ
た
。

【
主
要
参
考
文
献
】　

『
潰
家
書
上
帳 

足
立

郡
佐
野
新
田 

辰
沼
新
田
』
（
足
立
区
立
郷

土
博
物
館
所
蔵
）
／
『
殿
居
茶
話
』（
酒
田

市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
）
／
『
廃
合
寺
院
処

分
願
』（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
／
『
大

嵐
水
入
場
所
明
細
書
之
写
』
（
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
）
／
『
大
日
本
維
新
史
料
稿

本
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
／
東
京

市
役
所
編
『
東
京
市
史
稿 

変
災
篇
２
』
／

「
安
政
風
聞
集
」
（
荒
川
秀
俊
編
『
近
世
気

象
災
害
志
』
所
収
）
／
勝
山
準
四
郎
「
つ

ぶ
れ
家
書
上
帳
」
（
『
足
立
史
談
』
一
五
・

一
六
）
／
北
原
糸
子
「
台
風
襲
来―
安
政

三
年
秋
の
江
戸
」
（
『F

R
O
N
T

』
二
〇
〇
四

年
三
月
号
別
冊
）
／
宮
澤
清
治
他
編
『
台

風
気
象
災
害
全
史
』
／
拙
稿
「
明
治
期
史

料
か
ら
探
る
足
立
区
内
の
廃
寺
跡
に
つ
い

て
」
（
『
足
立
史
談
』
五
三
七
）
【
成
果
物

の
利
用
】
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料

館
／
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
維
新
史
料
綱

要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
力
】

東
京
都
立
中
央
図
書
館

　
　

-

つ
づ
く-

（
渕
江
の
歴
史
研
究
会
）

損
失
に
関
し
て
は
、
安
政
三
年
の
台
風
災

害
が
安
政
二
年
の
地
震
災
害
を
上
回
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

安
政
三
年
の
台
風
は
足
立
区
域
に
も
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
勝
山
準
四
郎

氏
に
よ
る
『
潰
家
書
上
帳
』
（
佐
野
家
文

書
）
の
紹
介
で
、
早
く
か
ら
佐
野
新
田
な

ど
で
の
台
風
被
害
が
知
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
『
殿
居
茶
話
』（
庄
内
藩
士
の
松
枝
壮
太

右
衛
門
編
著
）
に
は
葛
西
筋
（
鷹
場
編
成

上
の
地
域
呼
称
、
江
戸
東
郊
の
約
二
二
〇

町
村
で
構
成
）
に
お
け
る
台
風
被
害
の
取

調
書
面
が
収
載
さ
れ
、
足
立
区
域
東
部
（
一

五
ヶ
村
）
の
被
災
状
況
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
一
五
ヶ
村
の
被
害

合
計
は
死
者
二
名
、
倒
壊
家
屋
二
八
九
軒

で
、
全
壊
率
は
実
に
約
四
〇
％
に
及
ぶ
（
図

①
参
照
）
。

　

こ
の
取
調
書
面
は
原
本
で
は
な
い
が
、

そ
の
内
容
か
ら
流
出
元
は
鳥
見
（
鷹
場
監

督
役
人
）
関
係
筋
と
思
わ
れ
、
被
害
数
値

も
現
存
す
る
各
地
の
潰
家
書
上
帳
類
（
計

八
ヶ
村
）
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
同
資

料
に
よ
れ
ば
安
政
三
年
の
台
風
被
害
は
、

葛
西
筋
全
体
で
死
者
・
行
方
不
明
一
三
八

名
、
全
壊
・
流
失
戸
数
三
、
七
四
五
軒
を

数
え
る
。
建
物
被
害
は
葛
西
筋
全
体
に
及

ん
で
い
る
が
、
人
的
被
害
は
内
陸
部
（
八

條
領―

現
八
潮
市
他
）
よ
り
、
沿
岸
部
（
西

葛
西
領
新
田
～
行
徳
領―

現
江
東
区
～
市

川
市
他
）
に
集
中
し
て
お
り
人
的
被
害
の

主
因
は
高
波
・
高
潮
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

足
立
区
域
に
お
け
る
葛
西
筋
以
外
の
被

■
暮
れ
の
餅
つ
き　

正
月
を
迎
え
る
準
備

が
始
ま
っ
た
。
明
日
は
待
ち
に
ま
っ
た
餅

つ
き
、
蔵
の
裏
手
で
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て

い
た
木
の
臼
が
き
れ
い
に
水
を
打
た
れ
、

見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
て
土
間
に
鎮
座
し

て
い
る
。
戦
後
に
な
っ
て
、
叔
父
が
収
穫

し
た
米
を
一
斗
升
で
慎
重
に
測
り
俵
を
仕

上
げ
、
リ
ヤ
カ
ー
で
供
出
す
る
様
子
を
見

送
り
な
が
ら
、
た
っ
た
一
俵
だ
け
な
の
？

と
意
外
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
近
郊
農

家
の
水
稲
栽
培
は
自
給
自
足
の
自
家
用
米

が
主
で
、
赤
飯
や
餅
つ
き
に
必
要
な
糯
米

（
も
ち
ご
め
）
も
作
り
、
時
に
集
落
内
で

融
通
し
合
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

ま
だ
暗
い
朝
の
五
時
、
ざ
わ
め
く
空
気

に
目
を
覚
ま
す
と
、
炊
事
場
や
か
ま
ど
に

鹿
浜
で
の
子
ど
も
の
生
活
　
７

縁
故
疎
開
で
す
ご
し
た
北
鹿
浜
町
の
想
い
出
㉕

小
川
　
誠
一
郎
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在
も
新
春
の
出
初
式
や
千
住
の
秋
祭
り
な

ど
で
積
極
的
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
は
、
記
念
会
加
入
三
〇

周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
木

遣
塚
の
玉
垣
が
新
築
さ
れ
、
去
る
十
一
月

十
四
日
に
お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
、
西
新
井
大
師
の
僧
侶
に
よ

る
法
要
の
後
、
揃
い
の
印
半
纏
を
ま
と
っ

た
第
十
一
区
の
皆
さ
ん
が
、
木
遣
塚
を
寿

ぐ
木
遣
唄
「
木
遣
田
歌
」
を
奉
納
し
ま
し

た
。

　

同
敷
地
内
に
は
、
木
遣
塚
の
他
に
も
、

「
常
夜
灯
」（
昭
和
五
十
九
年
建
立
）や
加
入

時
の
会
員
九
六
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
た

「
江
戸
消
防
記
念
会
入
会
記
念
碑
」（
同
年

建
立
）
も
あ
り
、
足
立
区
の
町
火
消
し
の

歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

足   立   史   談平成２７年１月 第５６３号（４）

し
餅
に
す
る
。
で
き
た
て
の
餅
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
行
く
。
子
供
の
手
伝
い
は
、
祖

母
の
指
図
に
従
い
、
伸
ば
す
そ
ば
か
ら
米

粉
を
ま
ん
べ
ん
な
く
振
り
か
け
る
こ
と
、

だ
ん
だ
ん
所
作
に
も
慣
れ
て
き
た
。
キ
ビ

の
入
っ
た
き
び
餅
も
つ
く
ら
れ
た
。
キ
ビ

の
粒
が
ま
ば
ら
に
残
る
薄
黄
色
の
餅
は
白

い
の
し
板
の
上
で
ひ
と
き
わ
映
え
た
。
一

区
切
り
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
つ
き
た
て
の

モ
チ
で
雑
煮
が
は
じ
ま
る
。
実
家
で
は
餅

と
雑
煮
だ
し
汁
と
を
合
わ
せ
て
煮
る
の
で
、

餅
が
半
ば
と
ろ
け
て
箸
使
い
が
下
手
な
子

供
は
難
儀
す
る
。
満
足
な
醤
油
が
入
手
困

難
な
当
時
、
味
付
け
は
味
噌
が
主
、
ヤ
ツ

ガ
シ
ラ
や
イ
モ
が
入
っ
て
い
る
。
あ
と
は

白
菜
の
漬
物
だ
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
あ

ん
こ
ろ
餅
は
、
ア
ズ
キ
が
あ
っ
て
も
砂
糖

な
し
で
は
つ
く
れ
な
い
。
正
に
絵
に
描
い

た
餅
！
昔
話
に
思
い
を
は
せ
る
し
か
な
か

っ
た
。
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
た
餅
を
ほ
お
ば

る
と
、
や
さ
し
い
淡
い
甘
味
が
あ
り
が
た

く
感
じ
ら
れ
た
。

　

大
戸
を
締
め
、
空
襲
の
緊
張
に
包
ま
れ

た
中
で
の
餅
つ
き
は
幸
い
無
事
に
終
わ
っ

た
。

■
切
り
分
け　

蔵
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
板

の
間
に
藁
む
し
ろ
を
敷
き
、
の
し
餅
は
数

日
寝
か
さ
れ
る
。
固
く
な
っ
て
包
丁
の
入

れ
頃
に
な
る
と
、
皆
で
一
斉
に
切
り
餅

（
角
餅
）づ
く
り
が
始
ま
る
。
大
人
に
交
じ

っ
て
大
胆
に
も
大
き
な
包
丁
を
手
に
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
手
伝
っ
た
。
包
丁
が

餅
に
つ
か
ま
り
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
と
、

無
理
を
せ
ず
途
中
で
あ
き
ら
め
大
人
の
手

を
借
り
た
。
子
供
が
刃
物
を
使
う
な
ん
て
、

あ
ぶ
な
い
か
ら
だ
め
！
そ
ん
な
注
意
も
飛

ん
で
来
な
い
。
半
ば
無
関
心
の
ま
ま
に
置

か
れ
、
働
き
手
の
一
員
と
し
て
認
め
て
く

れ
る
空
気
が
う
れ
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
日

が
た
ち
硬
く
な
っ
た
餅
は
、
短
冊
状
の
カ

キ
モ
チ
や
一
セ
ン
チ
角
の
ア
ラ
レ
に
切
り

分
け
て
行
っ
た
が
、
切
り
方
に
工
夫
が
利

き
一
層
楽
し
か
っ
た
。
あ
か
ぎ
れ
と
霜
焼

け
で
腫
れ
た
指
を
切
り
そ
こ
な
う
こ
と
も

な
く
、
大
人
達
と
一
緒
に
同
じ
よ
う
な
仕

事
が
で
き
た
満
足
感
は
格
別
だ
っ
た
。

　

切
り
餅
は
正
月
三
が
日
か
ら
食
べ
始
め

た
が
、
焼
き
餅
と
雑
煮
、
そ
れ
に
ア
ラ
レ

や
カ
キ
モ
チ
も
焼
い
た
。
食
用
油
が
な
い

の
で
揚
げ
餅
は
で
き
な
か
っ
た
。

■
餅
の
保
存　

切
り
餅
の
半
分
以
上
は
水

も
ち
と
し
て
水
を
張
っ
た
樽
の
中
に
蓄
え

ら
れ
た
。
外
気
に
放
置
し
た
餅
は
硬
く
ひ

び
割
れ
、
し
ば
ら
く
す
る
と
表
面
に
は
、

白
、
黄
、
赤
、
青
、
黒
な
ど
色
と
り
ど
り

の
カ
ビ
が
出
て
き
た
。
カ
ビ
を
切
出
し

で
削
り
取
っ
て
は
焼
い
て
食
べ
た
。
石
の

よ
う
に
硬
く
な
っ
た
鏡
餅
を
ゲ
ン
ノ
ウ
で

叩
き
わ
り
、
砕
い
た
塊
を
火
鉢
で
上
手
く

焼
く
と
内
部
が
せ
ん
べ
い
の
よ
う
に
な
っ

た
。
水
も
ち
は
カ
ビ
な
い
の
で
長
持
ち
す

る
け
ど
、
表
面
が
ず
る
ず
る
し
て
焼
く
の

も
難
し
く
、
モ
チ
の
乾
い
た
う
ま
み
が
な

く
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
雑
煮
や
雑
炊
に
な
っ

た
。

　

-

つ
づ
く-

（
慶
応
大
学
名
誉
教
授
）

　

西
新
井
大
師
の
境
内
に
は
、
第
十
一
区

江
戸
消
防
記
念
会
の
方
々
に
よ
っ
て
、
昭

和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
建
立
さ
れ
た

「
木
遣
塚
」
（
き
や
り
づ
か
）
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
消
防
記
念
会
は
、
江
戸
の
町
火
消
し

の
伝
統
技
術
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
、

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
結
成
さ
れ

た
団
体
で
、
足
立
区
は
昭
和
五
十
九
年
に

「
第
十
一
区
」
と
し
て
加
入
し
ま
し
た
。

第
十
一
区
は
足
立
区
を
六
つ
の
地
区
に
分

け
た
一
番
組
～
六
番
組
で
組
織
さ
れ
、
現

＜再生紙を使用しています＞

木遣田歌を唄う第十一区の方々

「木遣塚　今日の除幕を　寿ぎて　目出度唄う　北の聲人」

　　　　　　　　　　　　　　（木遣師　稲垣悦三翁作詞）

生
ま
れ
変
わ
っ
た

　　西
新
井
大
師
の
木
遣
塚

江
戸
消
防
記
念
会
加
入
三
〇
周
年鈴 

木 

志 

乃
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